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マリウスヒル周辺の火成活動史とUZUME計画

Volcanism in the Marius Hills region and Uzume Project
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　月の海は，マントルを構成する岩石の加熱や減圧によって部分溶融してつくられたマグマが表面に噴出

し，冷却固化してできた地形である．よって，海の玄武岩の噴出量や年代，元素・鉱物組成を理解すること

は，月の熱史やマントルの組成を理解する上で極めて重要である．我々はこれまでに，月周回衛星「かぐ

や」によって得られた高解像度画像を用いて，月の海の噴出年代と元素組成，マグマの噴出量，それらの空間

的な分布について調べてきた．特に近年，マリウスリル地域において海の火成活動の最終期に噴出したと考え

られる溶岩ユニットが検出され (図)，その重要性が増している．本発表では，海の火成活動に関する年代学の

成果を解説するとともに，将来月面探査の有望な探査地点の１つであるマリウスヒル地域の理学的重要性，及

びUzume計画の意義について述べる．
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